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要  約 
 
「除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ピマワタ MON88701×

MON88913系統」について申請者提出の資料を用いて食品健康影響評価を実施した。 
本系統は、「除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ワタMON88701

×MON88913 系統」と「除草剤グリホサート耐性ピマワタ MON88913 系統」を従来

の手法で掛け合わせたものである。 
掛け合わせる前の「除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ワタ

MON88701×MON88913 系統」は、食品安全委員会の安全性評価が終了しているワ

タMON88701 系統とワタMON88913 系統を従来の手法で掛け合わせたものとして

厚生労働省に報告されており、安全性の審査を経た旨の公表がなされている。また、

「除草剤グリホサート耐性ピマワタ MON88913 系統」については、食品安全委員会

の安全性評価が終了しており、ヒトの健康を損なうおそれはないものと判断している。 
「除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ワタ MON88701×

MON88913 系統」の宿主であるワタ（Gossypium hirsutum）とピマワタ（Gossypium 
barbadense）は、同じワタ属に属し、共通の染色体構造をもつ複 2 倍体であり、遺伝

的類似性も高く、自然界においても容易に交配することが知られている。しかしワタ

とピマワタは別の種に分類される。 
以上のことから、「除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ピマワ

タ MON88701×MON88913 系統」については、「遺伝子組換え植物の掛け合わせに

ついての安全性評価の考え方」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）におけ

る亜種レベル以上の交配であることから、「遺伝子組換え食品（種子植物）の安全性

評価基準」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）に基づき評価を行った。その

結果、ヒトの健康を損なうおそれはないと判断した。 
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Ⅰ．評価対象食品の概要 
名 称：除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ピマワタ

MON88701×MON88913 系統 
性 質：除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性 
申請者：バイエルクロップサイエンス株式会社 
開発者：Monsanto Company（米国） 

 
「除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ピマワタ MON88701

×MON88913 系統」（以下「ピマワタ MON88701×MON88913」という。）は、

「除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ワタ MON88701×
MON88913 系統」（以下「ワタ MON88701×MON88913」という。）と「除草剤

グリホサート耐性ピマワタ MON88913 系統」（以下「ピマワタ MON88913」とい

う。）を従来の手法で掛け合わせたものである。 
掛け合わせる前のワタ MON88701×MON88913 は、食品安全委員会の安全性評

価が終了している「除草剤ジカンバ及びグルホシネート耐性ワタ MON88701 系統」

（以下「ワタ MON88701」という。）と「除草剤グリホサート耐性ワタ MON88913
系統」（以下「ワタ MON88913」という。）を従来の手法で掛け合わせたものとし

て厚生労働省に報告されており、安全性の審査を経た旨の公表がなされている。ま

た、ピマワタ MON88913 については、食品安全委員会の安全性評価が終了してお

り、ヒトの健康を損なうおそれはないものと判断している。 
ワタ MON88701×MON88913 には、改変ジカンバモノオキシゲナーゼ（改変

dmo）遺伝子、ホスフィノトリシン N－アセチルトランスフェラーゼ（bar）遺伝子

及び改変 5－エノールピルビルシキミ酸－3－リン酸合成酵素（改変 cp4 epsps）遺

伝子が導入されており、ジカンバモノオキシゲナーゼ（改変 MON88701 DMO タ

ンパク質）、ホスフィノトリシン N－アセチルトランスフェラーゼ（PAT タンパク

質）及び改変 5－エノールピルビルシキミ酸－3－リン酸合成酵素（改変 CP4 EPSPS
タンパク質）を発現することで、除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサー

トを散布しても、その影響を受けずに生育できるとされている。 
ワタ MON88913 は平成 17 年 3 月 17 日付け府食第 269 号において、ワタ

MON88701 は平成 26 年 11 月 18 日付け府食第 882 号において、それぞれ食品と

して食品安全委員会の安全性評価が終了しており、ヒトの健康を損なうおそれはな

いものと判断している。 
ワタ MON88701×MON88913 の宿主であるワタ（G. hirsutum）とピマワタ（G. 

barbadense）は、同じワタ属に属し、共通の染色体構造を持つ複 2 倍体であり、遺

伝的類似性も高く、自然界においても容易に交配することが知られている。しかし、

ワタとピマワタは別の種に分類される。 
ピマワタ MON88701×MON88913 は、「遺伝子組換え植物の掛け合わせについ

ての安全性評価の考え方」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）における亜

種レベル以上の交配であることから、「遺伝子組換え食品（種子植物）の安全性評

価基準」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）に基づき安全性の評価を行っ
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た。なお、掛合せに使用した組換え体の特性及びワタとピマワタの類似性の観点か

ら、総合的に安全性を評価することが妥当である。 
 
Ⅱ．食品健康影響評価 

第１．安全性評価において比較対象として用いる宿主等の性質及び組換え体との相違

に関する事項 

１．宿主及び導入 DNAに関する事項 

（１）宿主の種名及び由来 
宿主は、アオイ科ワタ属に属するピマワタ（Gossypium barbadense L.）で

ある。 
 
（２）DNA 供与体の種名及び由来 

改変 dmo 遺伝子、bar 遺伝子及び改変 cp4 epsps 遺伝子の供与体は、それぞ

れ Stenotrophomonas maltophilia DI-6 株、Streptomyces hygroscopicus 及び

Agrobacterium sp. CP4 株である。 
 
（３）挿入 DNA の性質及び導入方法 

親系統であるワタ MON88701×MON88913 は、改変 dmo 遺伝子、bar 遺伝

子及び改変 cp4 epsps 遺伝子が導入されており、除草剤ジカンバ、グルホシネ

ート及びグリホサート耐性を付与する改変MON88701 DMOタンパク質、PAT
タンパク質及び改変 CP4 EPSPS タンパク質を発現する。 
ピマワタ MON88701×MON88913 は、ワタ MON88701×MON88913 とピ

マワタ MON88913 を従来の交配育種法により掛け合わせて作出されたもので

ある。 
 
２．宿主の食経験に関する事項 

ピマワタ種子から搾油した綿実油は食品として利用される。 
 

３．宿主由来の食品の構成成分等に関する事項 
（１）宿主の可食部分の主要栄養素等（タンパク質、脂質等）の種類及びその量の

概要 
ピマワタ綿実の主要栄養組成（対乾燥重量）は、粗タンパク質 19.8～34.5％、

粗脂質 20.0～34.0％及び灰分 3.9～4.9％である（参照 1）。 
 

（２）宿主に含まれる毒性物質・栄養阻害物質等の種類及びその量の概要 
ピマワタ綿実の有害生理活性物質は、総ゴシポール 0.3～3.4%（対乾燥重量）、

遊離ゴシポール 0.69～1.15%（対乾燥重量）、マルバリン酸 0.23～0.45%（対

総脂肪酸）、ステルクリン酸 0.11～0.21%（対総脂肪酸）及びジヒドロステル

クリン酸 0.062～0.10%（対総脂肪酸）である（参照 1～3）。 
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４．宿主と組換え体との食品としての利用方法及びその相違に関する事項 
（１）収穫時期（成熟程度）と貯蔵方法 

ピマワタ MON88701×MON88913 の収穫時期及び貯蔵方法は、従来のピマ

ワタと変わらない。 
 
（２）摂取（可食）部位 

ピマワタ MON88701×MON88913 の摂取部位は、従来のピマワタと変わら 
ない。 

 
（３）摂取量 

ピマワタ MON88701×MON88913 の摂取量は、従来のピマワタと変わらな 
い。 

 
（４）調理及び加工方法 

ピマワタ MON88701×MON88913 の調理及び加工方法は、従来のピマワタ 
と変わらない。 

 
５．宿主以外のものを比較対象に追加して用いる場合、その根拠及び食品としての

性質に関する事項 
宿主以外のものは比較対象としていない。 

 
６．安全性評価において検討が必要とされる相違点に関する事項 

ピマワタ MON88701×MON88913 は、改変 dmo 遺伝子、bar 遺伝子及び改変

cp4 epsps 遺伝子が導入されており、改変 MON88701 DMO タンパク質、PAT タ

ンパク質及び改変 CP4 EPSPS タンパク質を発現することにより、除草剤ジカン

バ、グルホシネート及びグリホサート耐性が付与されていることが、宿主との相

違点である。 
 
以上から、ピマワタ MON88701×MON88913 の安全性評価においては、既存の

ピマワタとの比較が可能であると判断した。 
 
第２．組換え体の利用目的及び利用方法に関する事項 

ピマワタ MON88701×MON88913 は、改変 dmo 遺伝子、bar 遺伝子及び改変

cp4 epsps 遺伝子が導入されており、改変 MON88701 DMO タンパク質、PAT タ

ンパク質及び改変 CP4 EPSPS タンパク質を発現することで、除草剤ジカンバ、グ

ルホシネート及びグリホサートを散布しても、その影響を受けずに生育することが

できるとされている。 
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第３．宿主に関する事項 
１．分類学上の位置付け等（学名、品種名及び系統名等）に関する事項 

宿主は、アオイ科ワタ属に属するピマワタ（G. barbadense L.）である。ピマ

ワタと陸地ワタ（G. hirsutum）は、共通の祖先から分化し、分類学上近い関係に

ある（参照 4）。 
 
２．遺伝的先祖並びに育種開発の経緯に関する事項 

ワタ属のうち栽培種は、4 種（G. herbaceum、G. arboreum、G. hirsutum 及

び G. barbadense）が知られている（参照 5）。ピマワタの綿毛は、超長繊維の優

れた品質を有するため、陸地ワタと区別されている（参照 6）。 
 

３．有害生理活性物質の生産に関する事項 
ピマワタには、ゴシポール及びシクロプロペノイド脂肪酸（マルバリン酸、ス

テルクリン酸及びジヒドロステルクリン酸）が含まれている。ゴシポールは、食

欲減退、体重減少及び呼吸困難を引き起こすことがある（参照 7）。シクロプロ

ペノイド脂肪酸は、飽和脂肪酸の代謝を妨ぐことが報告されている（参照 8、9）。
これらは搾油工程で著しく減少する（参照 10、11）。 

 
４．アレルギー誘発性に関する事項 

ピマワタ綿実油が原因となる食物アレルギーに関する報告はない（参照 12）。 
 
５．病原性の外来因子（ウイルス等）に汚染されていないことに関する事項 

ピマワタには、細菌及びウイルスによる各種病害が知られているが、これらが

ヒトに対して病原性を持つという報告はない。 
 
６．安全な摂取に関する事項 

ピマワタから得られる綿実油が食品として利用される。 
 
７．近縁の植物種に関する事項 

ワタ属に属する全ての種でゴシポールが生産されることが知られている（参照

13）。 
 
第４．ベクターに関する事項 

ピマワタ MON88701 × MON88913 の親系統であるワタ MON88701 ×

MON88913 は、ワタ MON88701 及びワタ MON88913 の掛合せにより作出されて

いる。ワタ MON88701 及びワタ MON88913 の作出に使用されたベクターの知見

は得られている（参照 14、15）。 
 

第５．挿入 DNA、遺伝子産物、並びに発現ベクターの構築に関する事項 

ピマワタ MON88701×MON88913 の親系統であるワタ MON88701×
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MON88913 は、ワタ MON88701 及びワタ MON88913 の掛合せにより作出されて

いる。ピマワタ MON88701×MON88913 において、ワタ MON88701 及びワタ

MON88913 の発現ベクターに関する知見、挿入 DNA 及び遺伝子産物に変化を生

じているとは考えられない（参照 14、15）。 
 
第６．組換え体に関する事項 
１．遺伝子導入に関する事項 
（１）コピー数及び挿入近傍配列に関する事項 

ピマワタ MON88701×MON88913 の親系統であるワタ MON88701×
MON88913 は、ワタ MON88701 及びワタ MON88913 の掛合せにより作出さ

れている。ピマワタ MON88701×MON88913 において、ワタ MON88701 及

びワタ MON88913 の遺伝子導入様式に変化を生じているとは考えられない

（参照 14、15）。 
 
（２）オープンリーディングフレームの有無並びにその転写及び発現の可能性に関

する事項 
ピマワタ MON88701×MON88913 の親系統であるワタ MON88701×

MON88913 は、ワタ MON88701 及びワタ MON88913 の掛合せにより作出さ

れている。ピマワタ MON88701×MON88913 において、ワタ MON88701 及

びワタ MON88913 に目的以外のタンパク質を発現するオープンリーディング

フレームは含まれていないと考えられる（参照 14、15）。 
 
２．遺伝子産物の組換え体内における発現部位、発現時期及び発現量に関する事項 

ピマワタ MON88701×MON88913 の親系統であるワタ MON88701×

MON88913 は、ワタ MON88701 及びワタ MON88913 の掛合せにより作出され

ている。ワタ MON88701 及びワタ MON88913 において、改変 MON88701 DMO
タンパク質、PAT タンパク質及び改変 CP4 EPSPS タンパク質の発現が確認され

ている（参照 14、15）ことから、ピマワタ MON88701×MON88913 においてそ

れらタンパク質が発現していると考えられる。 
 
３．遺伝子産物（タンパク質）が一日蛋白摂取量の有意な量を占めるか否かに関す

る事項 
ピマワタは、綿実油として食用に供される。綿実油は、抽出及び精製の過程で

高温処理を伴うために、綿実油中にタンパク質はほとんど検出されない（参照 16）。
したがって、ピマワタ MON88701×MON88913 で生産される改変 MON88701 
DMO タンパク質、PAT タンパク質及び改変 CP4 EPSPS タンパク質による一日

蛋白摂取量への影響はないと考えられる。 
 
４．遺伝子産物（タンパク質）のアレルギー誘発性に関する事項 

ピマワタ MON88701×MON88913 の親系統であるワタ MON88701×
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MON88913 は、ワタ MON88701 及びワタ MON88913 の掛合せにより作出され

ている。ワタ MON88701 及びワタ MON88913 において、遺伝子産物がアレル

ギー誘発する可能性は低い（参照 14、15）ことから、ピマワタ MON88701×
MON88913 においても同様と考えられる。 

 
５．組換え体に導入された遺伝子の安定性に関する事項 

ワタ MON88701 及びワタ MON88913 において、導入遺伝子が複数世代にわ

たり安定して遺伝していることが確認されている（参照 14、15）。したがって、

ピマワタ MON88701×MON88913 においても導入遺伝子が安定して遺伝してい

ると考えられる。 
 
６．遺伝子産物（タンパク質）の代謝経路への影響に関する事項 

ピマワタ MON88701×MON88913 の親系統であるワタ MON88701×

MON88913 は、ワタ MON88701 及びワタ MON88913 の掛合せにより作出され

ている。ワタ MON88701 及びワタ MON88913 において、遺伝子産物が植物の

代謝経路に影響を及ぼす可能性は低い（参照 14、15）ことから、ピマワタ

MON88701×MON88913 においても同様と考えられる。 
 
７．宿主との差異に関する事項 

ピマワタ MON88701×MON88913 の親系統であるワタ MON88701×

MON88913 は、ワタ MON88701 及びワタ MON88913 の掛合せにより作出さ

れている。ワタ MON88701 及びワタ MON88913 の構成成分は、従来のワタの

変動範囲内である事が確認されている（参照 14、15）。したがって、ピマワタ

MON88701×MON88913 において、構成成分が従来のピマワタの変動範囲を超

える可能性は低いと考えられる（参照 3）。 
 

８．諸外国における認可、食用等に関する事項 
米国、カナダ、オーストラリア及びニュージーランドにおいては、食品として

の安全性の観点からワタMON88701×MON88913の安全性評価の結果をもって

ピマワタ MON88701×MON88913 の安全性が担保されると判断しており、安全

性審査は行われていない（参照 17）。 
 
９．栽培方法に関する事項 

ピマワタ MON88701×MON88913 の栽培方法は、生育期の雑草防除にジカン

バ、グルホシネート及びグリホサートを使用できる点を除いて、従来のピマワタ

と同じである。 
 
10．種子の製法及び管理方法に関する事項 

ピマワタ MON88701×MON88913 の種子の製法及び管理方法は、従来のピマ

ワタと同じである。 
 



 

11 

第７．第２から第６までの事項により安全性の知見が得られていない場合に必要な事

項 
第 2 から第 6 までにより安全性の知見は得られている。 

 
Ⅲ．食品健康影響評価結果 

「除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ピマワタ MON88701
×MON88913 系統」については、「遺伝子組換え植物の掛け合わせについての安全

性評価の考え方」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）における亜種レベ

ル以上の交配であることから、「遺伝子組換え食品（種子植物）の安全性評価基準」

（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）に基づき評価した結果、ヒトの健康を

損なうおそれはないと判断した。 
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「除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ピマワタ MON88701×

MON88913 系統」に係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）についての意見・

情報の募集結果について 

 
 
１．実施期間 令和元年１１月２７日～令和元年１２月２６日 
 
 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
 
 
３．提出状況 ２件 
 
 
４．意見・情報の概要及び食品安全委員会の回答 

 

意見・情報の概要 
遺伝子組換え食品等専門調査会 

の回答 
本評価は申請者が提出した資料に基づく

もので、公正なものとは言えず、申請者と

は利害関係のない第三者的な立場からの

評価が必要だと感じる。根本的な問題とし

て、発癌性が認められ除草剤を予防原則に

基づき使用禁止にしている国が次々ある

中で、日本も国として除草剤使用の綿花や

農作物の残留基準等を際限なく緩和して

いるが、それが国民の利益になるのか改め

て問い直すべきである。上記より本案件も

信頼に欠け土壌の汚染や間接的にヒトの

健康を損なうおそれは払拭できず、評価を

やり直すべきである。 

食品安全委員会は、国民の健康の保護

が最も重要であるという基本的認識の

下、規制や指導等のリスク管理を行う関

係行政機関から独立して、科学的知見に

基づき客観的かつ中立公正に食品に含

まれる可能性のある危害要因が人の健

康に与える影響について食品健康影響

評価を行っています。 

本ピマワタについては、「遺伝子組換

え食品（種子植物）の安全性評価基準」

（平成 16年 1月 29日食品安全委員会決

定）に基づき評価を行っており、同基準

は国際基準に準拠しております。評価は

申請者の提出した資料をもとに行いま

すが、これまでの科学的知見や海外での

評価結果も踏まえ、資料の内容について

の問題点、疑問点については説明や再提

出を求めるとともに、調査会の審議にお

いて、資料の内容が不足していると判断

された場合は、追加試験等のデータを含

め必要な追加資料の提出を求めていま

す。 

なお、除草剤の使用や残留基準に関す

る御意見は、リスク管理に関するものと

本評価は申請者が提出した資料に基づく

もので、公正なものとは言えない。申請者

の都合の良いように書き換えや創作が可

能な資料に基づく本評価は信頼すること

ができない。よってヒトの健康を損なうお

それは払拭できない。 

参  考 



考えられることから、農林水産省及び厚

生労働省へお伝えします。 

※ 頂いた意見・情報はそのまま掲載しています。 



 

除草剤ジカンバ、グルホシネート及びグリホサート耐性ピマワタ MON88701×

MON88913系統に係る評価書の変更点 

 

※訂正箇所は、第 772回会合資料における頁数及び行数 

訂正箇所※ 
食品安全委員会 

第 772回会合資料 
（変更後） 

食品安全委員会 
第 765回会合資料 

（変更前） 
4 頁 
16 行目 

・・・同じワタ属に属し、共通の染

色体構造をもつ複 2 倍体であり、遺伝

的類似性も高く、自然界においても容

易に交配することが知られている。し

かしワタとピマワタは別の種に分類さ

れる。 

・・・同じワタ属の別の種に分類され

るが、共通の染色体構造をもつ複 2 倍体

であり、遺伝的類似性も高く、自然界に

おいても容易に交配することが知られ

ている。 

5 頁 
5 行目 

申請者：バイエルクロップサイエンス

株式会社 
申請者：日本モンサント株式会社 

5 頁 
34 行目 

・・・同じワタ属に属し、共通の染色

体構造をもつ複 2 倍体であり、遺伝的

類似性も高く、自然界においても容易

に交配することが知られている。しか

しワタとピマワタは別の種に分類され

る。 

・・・同じワタ属の別の種に分類され

るが、共通の染色体構造をもつ複 2 倍

体であり、遺伝的類似性も高く、自然

界においても容易に交配することが知

られている。 
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